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表紙絵  清原嘉彦 

 

ディエン高原にて 

2000m を超えるディエン高原に、工場の連中と見学に出かけた。背後の火山群の山麓の高原で、珍しいい

ろいろのサンジャヤ王朝（８世紀以降）の遺跡や湖群に満足、涼しいのが又格別。仲間に聞くと、この王

朝は我々ジャワ人のオリジナルとか威張っていたが、私には分らなかった。風景だけは、仕事を忘れ王者

気分で、最高だった。 

           

ファタヒラ公園にて 

バタビア時代の中心地であった、港（スンダ・クラパ）の近くのコタ地区は、かつて行政・商業の要の地

であった。ファタヒラ公園は新しい時代の公園だが、案内してくれた運転手君は「地下は牢屋だったんで

すよ」ブタウィ人の彼は、さりげなく「我々のご先祖さん達は、この地域へは立ち入り禁止だったんです

よ！」と、云った。いろいろあったんだなァ～。 
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はじめに 

 

歴史とは古代から年代を追った時代毎の記載に慣れている。しかしながらインドネシア歴史をま

とめようとして当惑した。独立前のインドネシア史とは島毎の歴史である。ジャワ島が本流であるに

しても、外島も重要なかかわりを有している。オランダ、日本という異質な外部者の統治もあった。

日本との関係を付加したい。魅力ある人物を紹介したい。これら切り口の異なる視点について統合性

と継続性を念頭におきつつ試行錯誤の結果が本冊子「歴史編」の構成である。無意識ながら結果的に

は司馬遷の「史記」本紀、世家、列伝という編集スタイルを真似ることになった。 

インドネシア史を学ぶことは日本歴史を学ぶことであることを改めて確認した。日本という国は

どういう経緯で存在したか、日本はなぜ植民地化を免れたかなどインドネシア歴史を学ぶことによ

り日本歴史への関心が深まったことである。 

 

2007 年 9 月  

著者しるす 

 

 

固有名詞の表記 

歴史編に限らず「インドネシア専科」全編に関連することであるが、扱いに困るのは

固有名詞の日本語（カタカナ）表記である。例えばジャワ王朝には「サイレンドラ王

国」と「シャイレンドラ王国」がある。人名では「ガジャ・マダ」と「ガジャマダ」が

ある。どちらが正しいかという問題より、インターネット時代では表記いかんで検索

結果の情報量が異なることである。 

本インドネシア専科においては便宜上「インドネシアの事典」（石井米雄監修 1991

同朋社刊）の表記に統一し、別表記については HP に掲載している。 

ローマ字検索の便宜の為、固有名詞についてはローマ字によるインドネシア語表記

も可能な限り併記した。ローマ字検索の世界は英語、インドネシア語のみならずオラ

ンダ語の HP にいきあたる。特に画像（イメージ）検索の場合は言語は関係ない。イン

ターネット社会では固有名詞のローマ字表記は不可欠であると思う。 
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編者前書き 

2018 年に亡くなった大槻重之さんから、この「インドネシア専科」をもう一度インターネットに挙げてほしいと

生前依頼されたのでここに編集して掲載するものである。 

編集にあたって、巻末の注を脚注に異動し、必要に応じて「編者註」も追加したものである。 

図と写真は編者が作成・撮影して本文に追加したものである。 

 

2019年 6月 

 

編者 田口重久 <omdoyok@infoseek.jp> 
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